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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。これによって，JIS X 0836:2005 は廃止され，その一部を分割して

制定したこの規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 
 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 

 X 15836-2：0000 

 （ISO 15836-2：2019） 

情報及びドキュメンテーション－ダブリンコアメタデータ基本記述要素集合－第 2 部：DCMI プロ

パティ及びクラス 

Information and documentation — The Dublin Core metadata element set — Part 2: DCMI Properties and 

classes 

 
序文 

この規格は，2019 年に第 1 版として発行された ISO 15836-2 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格で扱うプロパティ及びクラスは，アプリケーションプロファイルの文脈において，他の互換性

のある語彙のメタデータ語句と組み合わせて使用することを意図している。 

このプロパティ及びクラスのセットは，RDF 語彙として表現され，リンクトデータに使用することが可

能である。各プロパティ及びクラスは，RDF データで使用するためのグローバル識別子で識別される。非

RDF メタデータの作成者は，グローバル識別子及び語句定義のうち RDF 固有の側面の形式的な意味の両

方を無視することによって，XML，JSON，UML，リレーショナルデータベースなどの非 RDF の文脈で語

彙を使用することが可能である。そのようなユーザーは，定義域，値域，サブプロパティ，サブクラスの

関連を使用上の提案事項として扱い，定義，注釈，及び例として示される自然言語テキストに焦点を当て

ることが可能である。 

DCMI メタデータ語彙は，DCMI 利用委員会（DCMI UB）1)によって管理されている。この規格は，DCMI 
UB との緊密な協力の下に作成された。その目的は，この規格及び DCMI メタデータ語彙の語句，定義，

並びに注釈を可能な限り緊密に整合させることにある。 
注 1) 入手先：https://dublincore.org/usage/ 

ダブリンコアの語句の使用法に関する追加情報は，https://purl.org/metadata/user_guide にあるガイドライ

ンが提供する。 

DCMI は，このガイドラインを改訂し，その内容を DCMI メタデータ語彙とより緊密に対応づける予定

である。 

この規格の作成過程で，DCMI メタデータ語彙に複数の変更が加えられた。これらの変更の理由は様々

である。上述のガイドライン及びダブリンコアコレクション記述アプリケーションプロファイルは，指定

された語句の使用方法に関する情報源として（追記という形で）使用された。古い参考文献は更新された

（例えば，Language という語句は，RFC 4646 の代わりに BCP 47 で使用することが推奨されるようになっ

た。）。幾つかの語句及び定義が明確にされた（例えば，“Available”を参照）。Date のような，統一された

方法で使用することが困難な語句には，例などのガイダンスが追加された。 
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一般的な慣行が変更されたため，又は，ダブリンコアの語句が定義された後でそのような慣行が確立さ

れたため，語句，定義又は注釈が変更されたものが幾つかある（DateCopyrighted など）。 

DCMI 利用委員会は，ダブリンコアの継続的な維持管理の一環として，DCMI メタデータ語彙の変更及

び追加を行うことがある。そのような修正は，この規格の将来の版に組み込むことが望ましい。 

1 適用範囲 

この規格は，ダブリンコアメタデータ語彙（以下，DCMI メタデータ語彙という。）と呼ばれる領域横断

的情報資源記述のための語彙を確立する。これには，2012 年に DCMI の勧告文書として公開された“DCMI 
Metadata Terms”の主要な名前空間 2)（以下，“/term/名前空間”という。）の全てのプロパティ及びクラス

が含まれる（DCMI-TERMS 及び附属書 A）。附属書 B で説明したように，これらのプロパティ及びクラス

は，リンクトデータで使用する URI によって識別可能である。 

注記 名前空間 https://purl.org/dc/elements/1.1/（以下，“/elements/1.1/名前空間”という。）で定義されて

いるダブリンコアメタデータ基本記述要素である 15 の要素も，DCMI 勧告“DCMI Metadata Terms”
及び JIS X 15836-1 で文書化されている。 

注 2) 入手先：https://purl.org/dc/terms/ 

この規格には，“DCMI Metadata Terms”の次の補助的用語は含まれていない。 

a） /elements/1.1/名前空間の用語（JIS X 15836-1 に含まれている。） 

b） 語彙符号化スキーム 

c） 構文符号化スキーム 

d） DCMI タイプ語彙 

e） DCMI 抽象モデルに関する用語 

JIS X 15836-1 及びこの規格の両方に 15 個のいわゆる基本語句が含まれているが，JIS X 15836-1 ではこ

れらは“/elements/1.1/名前空間”から，この規格では“/terms/名前空間”からのものである。後者では，定

義域及び値域の明記によって，語句がより狭い意味をもつ。 

この規格は，情報資源となり得るものを制限しない。 

この規格は，実装ガイドラインを規定しない。プロパティ及びクラスは，一般には，ローカル又はコミ

ュニティベースの要求及び方針に従って，使用を制約又は指定するアプリケーションプロファイルの文脈

において使用される。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 15836-2:2019，Information and documentation — The Dublin Core metadata element set — Part 2: 

DCMI Properties and classes（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 
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JIS X 15836-1 情報及びドキュメンテーション－ダブリンコアメタデータ基本記述要素集合－第 1 部：基

本記述要素 
注記 対応国際規格における引用規格：ISO 15836-1，Information and documentation－The Dublin Core 

metadata element set－Part 1: Core elements 

3 用語，定義及び略語 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS X 15836-1 による。3.2 の表示名の後ろの丸

括弧内は，対応国際規格での Label 表記である。 

ISO 及び IEC は，次に示すアドレスの Web サイトで標準化に使用する用語のデータベースを維持して

いる。 

－ ISO Online browsing platform：https://www.iso.org/obp/ui 

－ IEC Electropedia：https://www.electropedia.org 

3.1 用語及び定義 

3.1.1 
クラス（class） 

情報資源のセット 

注釈 1 クラスのメンバーは，クラスのインスタンスとして知られている。クラスは，それ自体が情報

資源である。これらは，多くの場合 URI によって識別され，RDF プロパティを使用して記述さ

れることがある。rdf:type プロパティを，情報資源がクラスのインスタンスであることを示すた

めに使用してもよい。 
（出典：RDF Schema version 1.1） 

3.1.2 
定義域（domain） 

語句によって記述される情報資源（3.1.10）がインスタンスであるクラス 
（出典：DCMI メタデータ語彙，https://www.dublincore.org/specifications/dublin-core/dcmi-terms/） 

3.1.3 
含まれる定義域（domain includes） 

当該プロパティ（3.1.7）の主語として推奨されるクラス 

3.1.4 
エンティティ（entity） 

他のものとは別に存在し，それ自体が独立して存在するもの 

3.1.5 
リテラル（literal） 

任意に言語タグ又はデータ型と組み合わせることも可能な，文字，整数などのユニコード文字による文

字列 

3.1.6 
非リテラル値（non-literal value） 

空白ノード又は URI（3.1.13） 
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3.1.7 
プロパティ（property） 

主語である情報資源と目的語である情報資源との間の関係を表す述語 

注釈 1 これは element の同義語である。 

（出典：RDF Schema version 1.1） 

3.1.8 
値域（range） 

語句によって記述される値がインスタンスとなるクラス 
（出典：DCMI Terms，https://www.dublincore.org/specifications/dublin-core/dcmi-terms/） 

3.1.9 
含まれる値域（range includes） 

このプロパティ（3.1.7）の値として推奨されるクラス 

3.1.10 
情報資源（resource） 

識別される可能性のあるエンティティ 

注釈 1 この規格は，情報資源になり得るものの範囲を制限しない。抽象的でも物理的でも，どのよう

なものでも情報資源になる可能性がある。 

注釈 2 RDF では，情報資源は URI（3.1.13）によって識別する場合がある。 
（出典：RFC 3986 を変更） 

3.1.11 
サブクラス（subclass） 

通常は，rdfs:subClassOf プロパティを使用して，より適用範囲の広い別のクラス（上位クラス）に関連

づけられたクラスであり，その全てのインスタンスが上位クラスのインスタンスとなるクラス 
（出典：RDF Schema version 1.1） 

3.1.12 
サブプロパティ（subproperty） 

通常は，rdfs:subPropertyOf プロパティを使用して，より適用範囲の広い別のプロパティ（上位プロパテ

ィ）に関連づけたプロパティであり，それによって関係定義された全ての情報資源が上位プロパティによ

っても関係づけられるプロパティ（3.1.7） 
（出典：RDF Schema version 1.1） 

3.1.13 
統一資源識別子，URI（Uniform Resource Identifier，URI） 

URI 構文規則に合致する一連の文字によって構成される識別子 

注釈 1 どのように識別が達成され，割り当てられ，又は可能となるかは，URN（3.1.14）のような URI
スキーム仕様に委ねられている。 

（出典：RFC 3986） 

3.1.14 
統一資源名称，URN（Uniform Resource Name，URN） 
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URN が永続的，かつ，場所に依存しない情報資源の識別子であることを意図して，“urn”という URI
スキーム及び特定の URN 名前空間の下に割り当てられた統一資源識別子（URI）（3.1.13） 

（出典：RFC 8141） 

3.2 DCMI プロパティ 

3.2.1 
abstract 

情報資源の要約 

表示名 抄録（Abstract） 

URI https://purl.org/dc/terms/abstract 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/description  

3.2.2 
accessRights 

情報資源にアクセスする可能性のある者に関する情報又は情報資源のセキュリティの状態の表示 

表示名 アクセス権（Access Rights） 

URI https://purl.org/dc/terms/accessRights  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/rights  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/RightsStatement  

注釈 1 アクセス権には，プライバシー，セキュリティ，又は他の方針に基づくアクセス又は制限に関

する情報を含み得る。 

3.2.3 
accrualMethod 

コレクションにアイテムが加えられる際の方式 

表示名 収集方式（Accrual Method） 

URI https://purl.org/dc/terms/accrualMethod  

定義域 https://purl.org/dc/dcmitype/Collection  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/MethodOfAccrual 

注釈 1 推奨される方法は，コレクション記述のための収集方式語彙 3)の値を使用することである。 

注 3) https://www.dublincore.org/specifications/dublin-core/collection-description/accrual-method/ 

3.2.4 
accrualPeriodicity 

コレクションにアイテムが加えられる頻度 

表示名 収集頻度（Accrual Periodicity） 

URI https://purl.org/dc/terms/accrualPeriodicity  

定義域 https://purl.org/dc/dcmitype/Collection  
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これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Frequency 

注釈 1 推奨される方法は，コレクション記述のための頻度語彙 4)の値を使用することである。 

注 4) https://www.dublincore.org/groups/collections/frequency/ 

3.2.5 
accrualPolicy 

コレクションにアイテムを加える際に適用される方針 

表示名 収集方針（Accrual Policy） 

URI https://purl.org/dc/terms/accrualPolicy  

定義域 https://purl.org/dc/dcmitype/Collection  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Policy  

注釈 1 推奨される方法は，コレクション記述のための収集方針語彙 5)の値を使用することである。 

注 5) https://www.dublincore.org/groups/collections/accrual-policy/ 

3.2.6 
alternative 

情報資源の別名 

表示名 別タイトル（Alternative Title） 

URI https://purl.org/dc/terms/alternative 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/title 

これらの値域を含む https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

注釈 1 タイトルと別タイトルとの区別は実装に固有のものである。 

3.2.7 
audience 

情報資源（3.1.10）が意図している又は有用に働くエージェントのクラス 

表示名 想定利用者（Audience） 

URI https://https://purl.org/dc/terms/audience 

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/AgentClass  

注釈 1 ベストプラクティスは，利用者タイプの語彙から非リテラル値でこのプロパティを使用するこ

とである。 

3.2.8 
available 

情報資源が利用可能になった又は利用可能になる日付 

表示名 利用可能日（Date Available） 

URI https://purl.org/dc/terms/available  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/date  
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値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

注釈 1 推奨される方法は，このプロパティの上位プロパティである date（3.2.15）において推奨される

ように日付，日付及び時間，又は期間を記述することである。 

3.2.9 
bibliographicCitation 

情報資源のための書誌的参照 

表示名 書誌的引用（Bibliographic Citation） 

URI https://purl.org/dc/terms/bibliographicCitation 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/identifier  

定義域 https://purl.org/dc/terms/BibliographicResource  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

注釈 1 推奨される方法は，情報資源をできるだけ一意に識別するために，十分な書誌的詳細を含める

ことである。 

3.2.10 
conformsTo 

記述対象の情報資源が従っている既定の標準 

表示名 準拠する（Conforms To） 

URI https://purl.org/dc/terms/conformsTo  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Standard  

3.2.11 
contributor 

情報資源に何らかの寄与，貢献をしたエンティティ 

表示名 寄与者（Contributor） 

URI https://purl.org/dc/terms/contributor 

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Agent 

例 1 Shakespeare, William（個人） 

例 2 https://isni.org/isni/0000000121032683 （個人の URI） 

例 3 ハッブル宇宙望遠鏡（科学機器） 

例 4 UNESCO（組織） 

注釈 1 作成者として個人又は組織の名称を使用するための指針を寄与者にも適用する。 

3.2.12 
coverage 

情報資源の空間的又は時間的なトピック，情報資源の空間的位置又は情報資源の管轄範囲 
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表示名 時空間範囲（Coverage） 

URI https://purl.org/dc/terms/coverage  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Location  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Period  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Jurisdiction  

例 1 1700/1799 

例 2 Boston，MA 

注釈 1 空間的トピック及び空間的位置には，場所の名称又は地理的座標の指定が可能である。時間的

トピックには，期間の名称，日付又は日付の範囲の指定が可能である。管轄範囲には，情報資

源に適用される，名称つきの管理エンティティ又は地理的な場所の指定が可能である。推奨さ

れる方法は，ゲティ地名シソーラス（TGN：Thesaurus of Geographic Names）のような統制語彙

を使用することである。場所の名称又は期間の名称を用いるのが適切な場合には，座標，日付

の範囲など数値の組から成る識別子よりも，それらを用いることが可能である。 

注釈 2 時空間範囲は，非常に広範な定義であるため，より特定的なサブプロパティである temporal
（3.2.52）の範囲及び spatial（3.2.49）の範囲を使用することが望ましい。 

3.2.13 
created 

情報資源を作成した日付 

表示名 作成日（Date Created） 

URI https://purl.org/dc/terms/created  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/date  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

注釈 1 推奨される方法は，このプロパティの上位プロパティである date（3.2.15）において推奨される

ように日付，日付及び時間，又は期間を記述することである。 

3.2.14 
creator 

情報資源の作成に責任をもつエンティティ 

表示名 作成者（Creator） 

URI https://purl.org/dc/terms/creator  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/contributor 

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Agent 

例 1 Shakespeare, William（個人） 

例 2 https://isni.org/isni/0000000121032683 （個人の URI） 

例 3 UNESCO（組織） 

注釈 1 推奨される方法は，URI を用いて作成者を識別することである。これが不可能であるか適用で

きない場合，作成者を識別するリテラル値を提供してもよい。 
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3.2.15 
date 

情報資源のライフサイクルにおける何らかの出来事に関連する時点又は期間 

表示名 日付（Date） 

URI https://purl.org/dc/terms/date  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

例 1 2018 

例 2 2016-03-04 

例 3 2017-11-05T08:15:30-05:00 

例 4 1968/2015 

例 5 2006/ 

注釈 1 日付は，任意の粒度で時間情報を表現するために使用することがある。 

推奨される方法は，JIS X 0301[1]又は ISO 規格の発行済みプロファイル（W3C ノートである Date 
and Time Formats [9]など）に従って日付，日付及び時間，又は期間を表現することである。 

注釈 2 完全な日付が不明の場合は，年月（YYYY-MM）又は年（YYYY）だけを使用してもよい。 

注釈 3 日付の範囲は，JIS X 0301 の期間の規定を適用し，開始日と終了日とを“/”（スラッシュ）記

号で区切って指定してもよい。開始日又は終了日のいずれかが欠落していてもよい。 

3.2.16 
dateAccepted 

情報資源を受理した日付 

表示名 受理日（Date Accepted） 

URI https://purl.org/dc/terms/dateAccepted  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/date  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

注釈 1 推奨される方法は，このプロパティの上位プロパティである date（3.2.15）において推奨される

ように日付，日付及び時間，又は期間を記述することである。 

注釈 2 受理日の記述が適切な情報資源の例として，大学の学部が受理する学位論文又は学術雑誌が受

理する論文がある。 

3.2.17 
dateCopyrighted 

情報資源の著作権日付 

表示名 著作権日付（Date Copyrighted） 

URI https://purl.org/dc/terms/dateCopyrighted 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/date  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

注釈 1 通常は年単位である。 
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注釈 2 推奨される方法は，このプロパティの上位プロパティである date（3.2.15）において推奨される

ように日付，日付及び時間，又は期間を記述することである。 

3.2.18 
dateSubmitted 

情報資源が提出された日付 

表示名 提出日（Date Submitted） 

URI https://purl.org/dc/terms/dateSubmitted  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/date  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

注釈 1 推奨される方法は，このプロパティの上位プロパティである date（3.2.15）において推奨される

ように日付，日付及び時間，又は期間を記述することである。 

注釈 2 提出日の記述が適切な情報資源の例として，大学の学部に提出した学位論文又は学術雑誌に投

稿した論文がある。 

3.2.19 
description 

情報資源の説明 

表示名 内容記述（Description） 

URI https://purl.org/dc/terms/description  

注釈 1 内容記述は，抄録，目次，図的表現，又は自由テキストによる説明を含む可能性があるが，必

ずしもこれらに限定されない。 

3.2.20 
educationLevel 

記述対象の情報資源が意図する，教育又は訓練の場における進捗を基準に定義されたエージェントのク

ラス 

表示名 想定利用者レベル（Audience Education Level） 

URI https://purl.org/dc/terms/educationLevel 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/audience  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/AgentClass  

3.2.21 
extent 

情報資源の寸法又は時間 

表示名 サイズ（Extent） 

URI https://purl.org/dc/terms/extent 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/format 

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/SizeOrDuration  
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例 1 PT2H7M30S（JIS X 0301 に基づく 2 時間 7 分 30 秒）。 

例 2 5.6 MB（メガバイト単位のファイルサイズ）。 

注釈 1 推奨される方法は，ファイルサイズをメガバイト単位で，時間を JIS X 0301 に基づく形式で指

定することである。 

3.2.22 
format 

情報資源のファイル形式，物理媒体又は寸法 

表示名 フォーマット（Format） 

URI https://purl.org/dc/terms/format 

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/MediaType  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Extent 

例 1 text/xml 

例 2 https://id.loc.gov/vocabulary/mvidformat/dvd 

例 3 23 cm 

注釈 1 推奨される方法は，使用可能な場合は統制語彙を使用することである。例えば，ファイル形式

の場合，インターネットメディアタイプ［MIME］を使用することが可能である。 

注釈 2 寸法には，大きさ，時間などがある。 

3.2.23 
hasFormat 

記述対象である既存の情報資源と本質的に同じであるがフォーマットが異なる関連情報資源 

表示名 を別フォーマット資源とする（Has Format） 

URI https://purl.org/dc/terms/hasFormat 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 2 このプロパティは isFormatOf（3.2.28）の逆プロパティである。 

3.2.24 
hasPart 

記述対象の情報資源の中に，物理的又は論理的に含まれる関連情報資源 

表示名 を部分とする（Has Part） 

URI https://purl.org/dc/terms/hasPart 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 2 このプロパティは isPartOf（3.2.29）の逆プロパティである。 

3.2.25 
hasVersion 
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記述対象の情報資源の別の版又は翻案である関連情報資源 

表示名 を別バージョン資源とする（Has Version） 

URI https://purl.org/dc/terms/hasVersion  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 バージョンの変更は，単なるフォーマットの違いではなく内容の本質的な変更を意味する。 

注釈 2 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 3 このプロパティは，isVersionOf（3.2.34）の逆プロパティである。 

3.2.26 
identifier 

特定の文脈における情報資源への曖昧性のない参照 

表示名 識別子（Identifier） 

URI https://purl.org/dc/terms/identifier  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

例 1 978-3-16-148410-0 

例 2 https://doi.org/10.17863/CAM.11283 

例 3 URN:NBN:fi-fd2017-00011868 

注釈 1 推奨される方法は，識別子体系に基づいた文字列によって情報資源を識別することである。上

記の例は，国際標準図書番号（ISBN），デジタルオブジェクト識別子（DOI），及び統一資源名

称（URN）に基づいている。 

注釈 2 永続的識別子は，HTTP URI として提供することが望ましい。 

3.2.27 
instructionalMethod 

記述対象の情報資源が支援するように設計された，知識，態度及び技能を養うために使用されるプロセ

ス 

表示名 指導方式（Instructional Method） 

URI https://purl.org/dc/terms/instructionalMethod  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/MethodOfInstruction 

注釈 1 instructionalMethod（3.2.27）には，一般に，指導用資料の提示又は指導的活動の実施，学習者

間及び学習者と指導者との間の相互作用，並びにグループ及び個人の到達度の測定の仕組みが

含まれる。指導方法には，計画及び実施から評価及びフィードバックまでの指導及び学習のプ

ロセスの全ての側面が含まれる。 

3.2.28 
isFormatOf 

記述対象の情報資源と本質的に同じであるが，フォーマットが異なる既存の関連情報資源 

表示名 の別フォーマット資源である（Is Format Of） 
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URI https://purl.org/dc/terms/isFormatOf  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 2 このプロパティは，hasFormat（3.2.23）の逆プロパティである。 

3.2.29 
isPartOf 

記述対象の情報資源が物理的又は論理的に含まれる関連情報資源 

表示名 の部分である（Is Part Of） 

URI https://purl.org/dc/terms/isPartOf  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 2 このプロパティは，hasPart（3.2.24）の逆プロパティである。 

3.2.30 
isReferencedBy 

記述対象の情報資源を参照，引用，又は他の方法で指し示している関連情報資源 

表示名 から参照される（Is Referenced By） 

URI https://purl.org/dc/terms/isReferencedBy  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 2 このプロパティは，references（3.2.42）の逆プロパティである。 

3.2.31 
isReplacedBy 

記述対象の情報資源を代替，置換又は更新する関連情報資源 

表示名 で置換される（Is Replaced By） 

URI https://purl.org/dc/terms/isReplacedBy  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 2 このプロパティは，replaces（3.2.44）の逆プロパティである。 

3.2.32 
isRequiredBy 

機能，伝達，又は一貫性を保つことを支援するために，記述対象の情報資源を必要としている関連情報

資源 

表示名 に必要とされる（Is Required By） 

URI https://purl.org/dc/terms/isRequiredBy  
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上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 2 このプロパティは，requires（3.2.45）の逆プロパティである。 

3.2.33 
issued  

情報資源の正式な発行日付 

表示名 発行日（Date Issued） 

URI https://purl.org/dc/terms/issued  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/date  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

注釈 1 推奨される方法は，このプロパティの上位プロパティである date（3.2.15）において推奨される

ように日付，日付及び時間，又は期間を記述することである。 

3.2.34 
isVersionOf 

記述対象の情報資源が別の版又は翻案である関連情報資源 

表示名 の別バージョン資源である（Is Version Of） 

URI https://purl.org/dc/terms/isVersionOf  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 バージョンの変更は，単なるフォーマットの違いではなく内容の本質的な変更を意味する。 

注釈 2 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 3 このプロパティは，hasVersion（3.2.25）の逆プロパティである。 

3.2.35 
language 

情報資源の言語 

表示名 言語（Language） 

URI https://purl.org/dc/terms/language  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/LinguisticSystem  

例 1 https://id.loc.gov/vocabulary/iso639-2/eng 
（ISO 639-2 言語を表す米国議会図書館の語彙における英語） 

例 2 https://iso639-3.sil.org/code/eng 
（ISO 639-3 言語を表す国際 SIL の語彙における英語） 

例 3 en-US（アメリカ英語を指す BCP 47 タグ） 

例 4 zh-Hant-HK（繁体字の香港中国語を指す BCP 47 タグ） 

例 5 https://catalogue.bnf.fr/ark:/12148/cb119308987（フランスの件名標目表 Rameau における英語） 

注釈 1 推奨される方法は，ISO 639-2 又は ISO 639-3 のような統制語彙から言語を表す非リテラル値を
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使用するか，又は IETF Best Current Practice 47 [BCP 47]言語タグで構成されるリテラル値を使用

することである。 

3.2.36 
license 

情報資源に対して何らかの操作を行う正式な許諾を与える法的文書 

表示名 ライセンス（License） 

URI https://purl.org/dc/terms/license  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/rights  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/LicenseDocument 

例 1 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.en 

例 2 https://creativecommons.org/publicdomain/zero/1.0/ 

例 3 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/legalcode 

注釈 1 推奨される方法は，URI を用いてライセンス文書を識別することである。これが不可能である

か適用できない場合，ライセンスを識別するリテラル値を提供してもよい。 
3.2.37 
mediator 

情報資源へのアクセスを媒介するエンティティ 

表示名 媒介者（Mediator） 

URI https://purl.org/dc/terms/mediator  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/audience  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/AgentClass  

注釈 1 mediator には，親，教師，ティーチングアシスタント，又は介助者があり得る。 

3.2.38 
medium 

情報資源の素材又は物理的なキャリア 

表示名 媒体（Medium） 

URI https://purl.org/dc/terms/medium  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/format 

これらの定義域を含む https://purl.org/dc/terms/PhysicalResource  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/PhysicalMedium  

3.2.39 
modified 

情報資源が変更された日付 

表示名 更新日（Date Modified） 

URI https://purl.org/dc/terms/modified  
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上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/date  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

注釈 1 推奨される方法は，このプロパティの上位プロパティである date（3.2.15）において推奨される

ように日付，日付及び時間，又は期間を記述することである。 

3.2.40 
provenance 

情報資源の創作以降の，情報資源の真正性，完全性及び解釈にとって重要な所有及び管理上の変更につ

いての情報 

表示名 来歴表示（Provenance） 

URI https://purl.org/dc/terms/provenance  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/ProvenanceStatement 

注釈 1 この情報には，歴代の管理者が情報資源に対して行った変更に関する記述を含めてもよい。 

3.2.41 
publisher 

情報資源を利用可能とすることに責任を負うエンティティ 

表示名 公開者（Publisher） 

URI https://purl.org/dc/terms/publisher  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Agent 

例 個人，組織及びサービス 

3.2.42 
references 

記述対象の情報資源が参照，引用，又は他の方法で指し示している関連情報資源 

表示名 を参照する（References） 

URI https://purl.org/dc/terms/references 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 2 このプロパティは，isReferencedBy（3.2.30）の逆プロパティである。 

3.2.43 
relation 

関係する情報資源 

表示名 関係（Relation） 

URI https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 推奨される方法は，URI を用いて関係する情報資源を識別することである。これが不可能であ

るか適用できない場合，公的な識別子体系に基づいた文字列を提供してもよい。 
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3.2.44 
replaces 

記述対象の情報資源によって代替，置換又は更新される関連情報資源 

表示名 を置換する（Replaces） 

URI https://purl.org/dc/terms/replaces  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 2 このプロパティは，isReplacedBy（3.2.31）の逆プロパティである。 

3.2.45 
requires 

機能，伝達，又は一貫性を保つことを支援するために，記述対象の情報資源が必要としている関連情報

資源 

表示名 を必要とする（Requires） 

URI https://purl.org/dc/terms/requires 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

注釈 2 このプロパティは，isRequiredBy の逆プロパティである（3.2.23）。 

3.2.46 
rights 

情報資源が保持する又は情報資源に対する権利に関する情報 

表示名 権利表示（Rights） 

URI https://purl.org/dc/terms/rights  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/RightsStatement  

注釈 1 一般に，権利情報には，知的財産権を含む，情報資源に関連付けられた様々な所有権に関する

情報が含まれる。 

3.2.47 
rightsHolder 

情報資源に対する権利を所有又は管理する個人又は組織 

表示名 権利者（Rights Holder） 

URI https://purl.org/dc/terms/rightsHolder  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Agent 

注釈 1 推奨される方法は，URI を用いて権利者を参照することである。これが不可能であるか適用で

きない場合，権利者を識別するリテラル値を提供してもよい。 

3.2.48 
source 
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記述対象の情報資源の派生元となった関連情報資源 

表示名 出処（Source） 

URI https://purl.org/dc/terms/source  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/relation 

注釈 1 このプロパティは，非リテラル値とともに使用することを意図している。 

3.2.49 
spatial 

情報資源の空間的な特徴 

表示名 空間的範囲（Spatial Coverage） 

URI https://purl.org/dc/terms/spatial 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/coverage  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/Location  

3.2.50 
subject 

情報資源のトピック 

表示名 主題（Subject） 

URI https://purl.org/dc/terms/subject 

注釈 1 推奨される方法は，URI を用いてトピックを参照することである。これが不可能であるか適用

できない場合，トピックを識別するリテラル値を提供してもよい。いずれの場合も，統制語彙

の中の語句を参照することが望ましい。 

3.2.51 
tableOfContents 

情報資源の下位の構成要素の一覧 

表示名 目次（Table of Contents） 

URI https://purl.org/dc/terms/tableOfContents  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/description  

3.2.52 
temporal 

情報資源の時間的な特徴 

表示名 時間的範囲（Temporal Coverage） 

URI https://purl.org/dc/terms/temporal 

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/coverage  

これらの値域を含む https://purl.org/dc/terms/PeriodOfTime  
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3.2.53 
title 

情報資源に与えられた名称 

表示名 タイトル（Title） 

URI https://purl.org/dc/terms/title  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

3.2.54 
type 

情報資源の性質又はジャンル 

表示名 資源タイプ（Type） 

URI https://purl.org/dc/terms/type  

注釈 1 推奨される方法は，DCMI タイプ語彙（DCMI-TYPE）などの統制語彙を使用することである。

情報資源のファイル形式，物理媒体又は寸法を記述するには，フォーマットを使用する。 

3.2.55 
valid 

情報資源が有効な日付（多くの場合，期間） 

表示名 有効期限（Date Valid） 

URI https://purl.org/dc/terms/valid  

上位プロパティ https://purl.org/dc/terms/date  

値域 https://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Literal 

注釈 1 推奨される方法は，このプロパティの上位プロパティである date（3.2.15）において推奨される

ように日付，日付及び時間，又は期間を記述することである。 

3.3 DCMI クラス 

3.3.1 
Agent 

動作する，又は動作する力をもつ情報資源 

表示名 エージェント 

URI https://purl.org/dc/terms/Agent 

3.3.2 
AgentClass 

エージェントのグループ 

表示名 エージェントクラス 

URI https://purl.org/dc/terms/AgentClass  

例 学生，女性，慈善団体，講師など，クラスとみなされるグループ。 
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3.3.3 
BibliographicResource 

図書，記事，その他の文献的情報資源 

表示名 書誌的情報資源 

URI https://purl.org/dc/terms/BibliographicResource  

3.3.4 
FileFormat 

デジタル情報資源のフォーマット 

表示名 ファイルフォーマット 

URI https://purl.org/dc/terms/FileFormat 

上位クラス https://purl.org/dc/terms/MediaType  

例 インターネットメディアタイプ（MIME）によって定義されるフォーマット。 

3.3.5 
Frequency 

何かが起きる割合 

表示名 頻度 

URI https://purl.org/dc/terms/Frequency 

例 雑誌及び新聞の刊行頻度。 

3.3.6 
Jurisdiction 

司法，法執行，又は他の権限の範囲又は適用領域 

表示名 管轄範囲 

URI https://purl.org/dc/terms/Jurisdiction  

3.3.7 
LicenseDocument 

情報資源に対して何らかの操作を行う正式な許諾を与える法的文書 

表示名 ライセンス文書 

URI https://purl.org/dc/terms/LicenseDocument 

上位クラス https://purl.org/dc/terms/RightsStatement  

3.3.8 
LinguisticSystem 

コミュニケーションで使用されるサイン，符号，音，ジェスチャー，又は規則の体系 

表示名 言語体系 
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URI https://purl.org/dc/terms/LinguisticSystem  

注釈 1 書記言語，音声言語，手話及びコンピュータ言語は言語体系である。 

3.3.9 
Location 

空間領域又は場所の名称 

表示名 場所 

URI https://purl.org/dc/terms/Location  

3.3.10 
MediaType 

ファイルフォーマット又は物理媒体 

表示名 メディアタイプ 

URI https://purl.org/dc/terms/MediaType  

3.3.11 
MethodOfAccrual 

コレクションに情報資源が加えられる際の方式 

表示名 収集方式 

URI https://purl.org/dc/terms/MethodOfAccrual 

3.3.12 
MethodOfInstruction 

知識，態度及び技能を養うために使用されるプロセス 

表示名 指導方式 

URI https://purl.org/dc/terms/MethodOfInstruction 

3.3.13 
PeriodOfTime 

開始及び終了の日付によって指定又は定義された時間の間隔 

表示名 時間的区間 

URI https://purl.org/dc/terms/PeriodOfTime  

3.3.14 
PhysicalMedium 

物理的な素材又はキャリア 

表示名 物理媒体 

URI https://purl.org/dc/terms/PhysicalMedium  

上位クラス https://purl.org/dc/terms/MediaType  
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注釈 1 例えば，用紙，キャンバス，DVD などがある。 

3.3.15 
PhysicalResource 

物理的な情報資源 

表示名 物理的資源 

URI https://purl.org/dc/terms/PhysicalResource  

3.3.16 
Policy 

決定，行動及びその他の事項に影響を与え，又は方向付けることを目的として策定された計画又は方針 

表示名 方針 

URI https://purl.org/dc/terms/Policy  

3.3.17 
ProvenanceStatement 

情報資源の作成以降の，情報資源の真正性，完全性及び解釈にとって重要な所有及び管理上の変更 

表示名 来歴ステートメント 

URI https://purl.org/dc/terms/ProvenanceStatement 

3.3.18 
RightsStatement 

情報資源が保持する又は情報資源に対する知的所有権（IPR）に関する記述，情報資源に対して何らか

の操作を行う正式な許諾を与える法的文書，又はアクセス権に関する記述 

表示名 権利ステートメント 

URI https://purl.org/dc/terms/RightsStatement  

3.3.19 
SizeOrDuration 

寸法若しくはサイズ，又は再生若しくは実行にかかった時間 

表示名 サイズ又は実行時間 

URI https://purl.org/dc/terms/SizeOrDuration  

注釈 1 例えば，ページ数，縦横の長さ，幅，時間，分，秒単位の期間などがある。 

3.3.20 
Standard 

他のものを評価したり比較したりするために参照する情報資源 

表示名 標準 

URI https://purl.org/dc/terms/Standard  
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3.4 略語 

DCMI  ダブリンコアメタデータイニシアチブ（Dublin Core Metadata Initiative） 
PID  永続的識別子（persistent identfier） 
RDF  リソース記述フレームワーク（Resource Description Framework） 

4 メタデータ語彙の記述 

3.2 及び 3.3 のプロパティ及びクラスの記述において，各プロパティは，人間の認識のための説明的な表

示名（“label”）及び機械処理のための一意の名称（“name”）をもつ。 

DCMI 名前空間ポリシー（DCMI-NAMESPACE）に従い，プロパティの“name”は，DCMI 名前空間 URI
に付加され，グローバルに一意な識別子として統一資源識別子を構築する。 

この規格は，https://purl.org/dc/terms/名前空間のプロパティ及びクラスを対象とする。これらの語彙は，

JIS X 15836-1 の 15 の基本記述要素と同じ方法で記述されている。 
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附属書 A 
（参考） 
詳細情報 

DCMI メタデータ語彙の詳細については，https://dublincore.org/を参照。このウェブサイトは，ダブリン

コアメタデータイニシアチブ（DCMI）に関するワークショップ，報告書，作業グループによる文書，プロ

ジェクト，最新情報などを含んでいる。 
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附属書 B 
（参考） 

リンクトデータとしての Dublin Core メタデータ 
 

リンクトダブリンコアのメタデータは，次の 3 種類のリンクを含む場合がある。 

1. 記述された情報資源自体の URI（著作，その体現形など） 

2. 記述された情報資源のプロパティの URI 

3. 値の URI（名称，件名標目など） 

リソース URI は，国際標準図書番号（ISBN）などの標準の識別子に基づいている場合がある。これら

は，情報資源又は情報資源に関するメタデータへの永続的なリンクを提供するために使用可能である。ま

た，識別子は，一つの情報資源の著作及び体現形メタデータのレコードをリンクしたり，相互に関連する

著作同士又は体現形同士をリンクしたりするための効率的な手段でもある。 

スキーマ要素 URI は，メタデータの機械（及び人間の）可読性を促進するために，データ要素（語彙）

をその記述にリンクするために使用可能である。 

リンクトデータは，対応する唯一の値をもつステートメントによって表現される。複数の値は複数のス

テートメントに配置する必要がある。 

値 URI は，要素の値（執筆者としての Albert Einstein など）から適切なインターネット情報資源へのリ

ンクを作成するために使用可能である。URI は，URL（Uniform Resource Locator）又は URN（Uniform Resource 
Name）などの永続的識別子のいずれかである。永続的識別子は，PID 解決プロセスを介して 1 対多のイン

ターネット情報資源にリンク可能である。 

Dublin Core 規格では，記述された情報資源のプロパティの URI だけが指定されている。情報資源そのも

の又は語彙の値へのリンクは，この規格の適用範囲を超えている。 

スキーマ要素をリンクトデータとして表す場合，どの識別子及び識別子名前空間を使用するかを決定す

ることが重要である。既定の名前空間は，次の恒久 URL（PURL）に基づいている。 

@prefix dcterms: < https://purl.org/dc/terms/ > 

次のように，別の永続的な識別子に基づく名前空間を使用することも可能である。 

@prefix dctermsfi: < https://urn.fi/urn:nbn:fi:dcterms: > 

その上で，この名前空間の URN を，既定の名前空間のそれぞれの PURL に割り当てる。1 対 1 のマッピ

ングを提供するだけでは，直ちに付加価値は得られないが，単一の URN は複数の URI に割り当てられる

可能性があるため，後者の名前空間も（例えば）当該語句のフィンランド語による記述に転送される可能

性がある。 

また，コミュニティは，複数言語での語句の記述へのリンクを支援するための他の手段を探ることも可

能である。 
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表 B.1，表 B.2 及び表 B.3 は，既定の PURL 名前空間を使用して，プロパティ名を識別子として使用す

るために接頭辞を付ける方法，又は完全な URI として引用する方法を示している。 

表 B.1－コアプロパティ URI 

コアプロパティ名 識別子 PURL 

contributor dcterms:contributor https://purl.org/dc/terms/contributor 

coverage dcterms:coverage https://purl.org/dc/terms/coverage  

creator dcterms:creator https://purl.org/dc/terms/creator  

date dcterms:date https://purl.org/dc/terms/date  

description dcterms:description https://purl.org/dc/terms/description  

format dcterms:format https://purl.org/dc/terms/format 

identifier dcterms:identifier https://purl.org/dc/terms/identifier  

language dcterms:language https://purl.org/dc/terms/language  

publisher dcterms:publisher https://purl.org/dc/terms/publisher  

relation dcterms:relation https://purl.org/dc/terms/relation 

rights dcterms:rights https://purl.org/dc/terms/rights  

source dcterms:source https://purl.org/dc/terms/source  

subject dcterms:subject https://purl.org/dc/terms/subject 

title dcterms:title https://purl.org/dc/terms/title  

type dcterms:type https://purl.org/dc/terms/type  

表 B.2－プロパティ URI 

プロパティ名 識別子 PURL 

abstract dcterms:abstract https://purl.org/dc/terms/abstract 

accessRights dcterms:accessRights https://purl.org/dc/terms/accessRights  

accrualMethod dcterms:accrualMethod https://purl.org/dc/terms/accrualMethod  

accrualPeriodicity dcterms:accrualPeriodicity https://purl.org/dc/terms/accrualPeriodicity  

accrualPolicy dcterms:accrualPolicy https://purl.org/dc/terms/accrualPolicy  

alternative dcterms:alternative https://purl.org/dc/terms/alternative  

audience dcterms:audience https://purl.org/dc/terms/audience  

available dcterms:available https://purl.org/dc/terms/available  

bibliographicCitation dcterms:bibliographicCitation https://purl.org/dc/terms/bibliographicCitatio
n  

conformsTo dcterms:conformsTo https://purl.org/dc/terms/conformsTo  

created dcterms:created https://purl.org/dc/terms/created  

dateAccepted dcterms:dateAccepted https://purl.org/dc/terms/dateAccepted  

dateCopyrighted dcterms:dateCopyrighted https://purl.org/dc/terms/dateCopyrighted 

dateSubmitted dcterms:dateSubmitted https://purl.org/dc/terms/dateSubmitted  

educationLevel dcterms:educationLevel https://purl.org/dc/terms/educationLevel 
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extent dcterms:extent https://purl.org/dc/terms/extent 

hasFormat dcterms:hasFormat https://purl.org/dc/terms/hasFormat 

isReferencedBy dcterms:isReferencedBy https://purl.org/dc/terms/isReferencedBy  

isReplacedBy dcterms:isReplacedBy https://purl.org/dc/terms/isReplacedBy  

isRequiredBy dcterms:isRequiredBy https://purl.org/dc/terms/isRequiredBy  

issued dcterms:issued https://purl.org/dc/terms/issued  

isVersionOf dcterms:isVersionOf https://purl.org/dc/isVersionOf  

license dcterms:license https://purl.org/dc/terms/license  

mediator dcterms:mediator https://purl.org/dc/terms/mediator  

medium dcterms:medium https://purl.org/dc/terms/medium  

modified dcterms:modified https://purl.org/dc/terms/modified  

provenance dcterms:provenance https://purl.org/dc/terms/provenance  

references dcterms:references https://purl.org/dc/terms/references 

replaces dcterms:replaces https://purl.org/dc/terms/replaces  

requires dcterms:requires https://purl.org/dc/terms/requires 

rightsHolder dcterms:rightsHolder https://purl.org/dc/terms/rightsHolder  

spatial dcterms:spatial https://purl.org/dc/terms/spatial 

tableOfContents dcterms:tableOfContents https://purl.org/dc/terms/tableOfContents  

temporal dcterms:temporal https://purl.org/dc/terms/temporal 

valid dcterms:valid https://purl.org/dc/terms/valid  

表 B.3－クラス URI 

クラス名 識別子 PURL 

Agent dcterms:Agent https://purl.org/dc/terms/Agent 

AgentClass dcterms:AgentClass https://purl.org/dc/terms/AgentClass  

BibliographicResource dcterms:BibliographicResource https://purl.org/dc/terms/BibliographicResourc
e 

FileFormat dcterms:FileFormat https://purl.org/dc/terms/FileFormat 

Frequency dcterms:Frequency https://purl.org/dc/terms/Frequency 

Jurisdiction dcterms:Jurisdiction https://purl.org/dc/terms/Jurisdiction  

LicenseDocument dcterms:LicenseDocument https://purl.org/dc/terms/LicenseDocument 

LinguisticSystem dcterms:LinguisticSystem https://purl.org/dc/terms/LinguisticSystem  

Location dcterms:Location https://purl.org/dc/terms/Location  

MediaType dcterms:MediaType https://purl.org/dc/terms/MediaType  

MethodOfAccrual dcterms:MethodOfAccrual https://purl.org/dc/terms/MethodOfAccrual 

MethodOfInstruction dcterms:MethodOfInstruction https://purl.org/dc/terms/MethodOfInstruction 

PeriodOfTime dcterms:PeriodOfTime https://purl.org/dc/terms/PeriodOfTime  

PhysicalMedium dcterms:PhysicalMedium https://purl.org/dc/terms/PhysicalMedium  
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PhysicalResource dcterms:PhysicalResource https://purl.org/dc/terms/PhysicalResource  

Policy dcterms:Policy https://purl.org/dc/terms/Policy  

ProvenanceStatement dcterms:ProvenanceStatement https://purl.org/dc/terms/ProvenanceStatement 

RightsStatement dcterms:RightsStatement https://purl.org/dc/terms/RightsStatement  

SizeOrDuration dcterms:SizeOrDuration https://purl.org/dc/terms/SizeOrDuration  

Standard dcterms:Standard https://purl.org/dc/terms/Standard  
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